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都市建設委員会資料    

令和５年１月 26 日・27 日 

都市整備部住宅政策課 

 

区営住宅における住宅管理代行制度の実施について 

 

１ 概  要 

区営住宅については、東京都板橋区営住宅条例第 21 条第 1 項において「使用者は、

当該区営住宅等について必要な注意を払い、これらを正常な状態において維持しなけ

ればならない」と規定されており、また、同条例第 15 条第 1項において使用者負担と

する費用に共同施設の維持に要する費用などが規定されている。このため、区営住宅の

使用者は、管理組織等（自治会等）を構成し、共用部の維持管理を行っている。 

一方で、高齢化や連帯意識の低下などから、管理組織等の維持が難しくなってきてい

ることや、各戸訪問による共益費の徴収や清掃などの共用部の管理が大きな負担にな

っているとの声が聞かれるようになってきている。 

このことから、管理組織等で実施している共用部の管理の一部について、入居者の負

担費用の抑制に配慮しながら、入居者から申請を受けて区が実施する住宅の管理代行

の制度を新設し、その費用については住宅使用料と一緒に受託共益費として徴収する。 

 また、建替等による新しい区営住宅の入居開始及び既存区営住宅の退去することに

おいて入居者数が不足することにより管理組織等の活動が難しい実態があることから、

建替等による住宅管理の代行の制度も併せて実施する。 

 

２ 対象住宅 

 区営住宅 12 団地 15 棟 

 

３ 管理代行を行う業務 

 管理代行を行う業務は、下記の項目からの選択制とする。 

① 共用部の電気、ガス、水道料金の支払い 

② 通路、廊下階段、エレベーターホール、ごみ置場等（以下「通路等」という。）

の電球購入及び電球の取替え作業 

③ ごみ置場（ごみ保管庫）からごみ集積所までのごみの搬出及びこれに付随する 

一連の作業 

④ 通路等の定期清掃作業 

⑤ 雑排水管の定期清掃作業 

⑥ 管理組織等が共用部の維持を目的として、入居者から負担費用を集金する事務

の代行作業 

 

４ 制度の流れ 

① 管理組織等の規約に基づき管理代行実施について決議し、全世帯へ周知のうえ、

管理代行を区に申し出る（管理組織等がない場合又は感染症予防等のため総会

を開催できない場合は、全世帯の４分の３以上の同意を得て区に申し出る。） 
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② 区が、管理代行に要する費用を算定し申出者へ通知する。 

③ 使用者は、管理代行費用を確認し、管理代行実施について申請する。 

④ 管理代行業務を開始するとともに管理代行費用を共益費と併せて徴収する。 

⑤ 建替等による新しい区営住宅の入居開始時及び既存区営住宅からの退去時は、

前項までによらず随時実施する。 

 

５ 管理代行業務のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 実施時期 

① 管理組織等の管理代行 

受 付      令和５年４月１日（予定） 

    管理代行の実施  令和６年４月１日（予定） 

② 建替等における管理代行 

    発生時に随時実施 

低木樹木の剪定 

集会所の維持管理 

駐輪場の管理 

駐車場（外来用を含む）の管理 

住宅敷地の環境維持管理 

（ごみ処理、排水溝清掃、落ち

葉清掃等） 

管理組織等（自治会等）

自治会活動 

管理代行 

⑥共益費の徴収代行 

①共用部の電気、ガス、水道料金

の支払い 

②通路等の電球の購入・取替作業 

④通路等の定期清掃作業 

③ごみ置場（ごみ保管庫）からの

ごみ搬出及び一連の作業 

⑤雑排水管の定期清掃作業 

１ 管理組織等（自治会等）の

活動の一部を区が実施し、

そのための費用を各戸から

共益費として徴収する。 

２ 各住宅で管理代行が必要な

項目を選択して区に申請す

る。 

共益費の徴収代行 

共用部の電気、ガス、水道料金 

の支払い 

通路等の電球の購入・取替作業 

ごみ保管庫（ごみ保管庫）からの

ごみ搬出及び一連の作業 

通路等の定期清掃作業 

雑排水管の定期清掃作業 


